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令
和
２
年
春
先
よ
り
発
生

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
拡
大
回
避
、
イ
ベ

ン
ト
規
制
に
よ
り
２
年
間
の

時
を
経
て
、
第
72
回
全
国
建

築
板
金
業
者
静
岡
大
会
（
主

催
・
全
日
本
板
金
工
業
組
合

／
社
団
法
人
日
本
建
築
板
金

協
会
、
運
営
・
中
部
甲
信
越

板
金
工
業
協
議
会
、
実
行
・

静
岡
県
板
金
工
業
組
合
、
全

板
興
業
株
式
会
社
、
後
援
・

静
岡
県
、
静
岡
市
ほ
か
）
が

５
月
19
日
（
木
）
静
岡
県
静

岡
市
の
「
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静

岡
」
北
館
で
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
の
参
加
者
や
来
賓
、

出
展
企
業
な
ど
を
合
わ
せ

１
７
５
０
名
（
東
板
か
ら
85

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
、
全
板
連
役
員

大
会
役
員
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
華
々
し
く
開
場
し
、

式
典
は
午
前
10
時
定
刻
通
り

に
開
会
し
ま
し
た
。
開
催
ブ

ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て
中
島
福

則
全
板
連
副
理
事
長
（
福
井

県
板
理
事
長
）
の
開
会
の
辞
、

国
歌
斉
唱
、
黙
祷
に
続
い
て

来
賓
、
各
組
合
参
加
者
紹
介

の
後
、
松
浦
源
理
事
長
（
静

岡
県
板
）
の
歓
迎
の
辞
、
天

野
宏
昌
大
会
会
長
（
全
板
連

理
事
長
／
日
板
協
理
事
長
）

の
挨
拶
が
あ
り
、
次
に
建
築

板
金
業
振
興
議
員
連
盟
会
長

の
石
破
茂
衆
議
院
議
員
、
川

勝
平
太
静
岡
県
知
事
、
田
辺

信
宏
静
岡
市
長
な
ど
他
数
名

の
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
続
い

て
表
彰
式
に
移
り
、
感
謝
状
・

表
彰
状
・
組
合
功
労
章
・
全

板
国
保
支
部
表
彰
・
収
益
事

業
表
彰
・
競
技
大
会
表
彰
・

開
催
地
表
彰
が
順
次
行
わ
れ
、

東
京
都
板
金
工
業
組
合
よ
り

組
合
功
労
章
に
は
小
林
繁（
太

田
・
品
川
）
關
貞
二
（
立
川
）

の
両
氏
が
列
席
し
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
会
宣

言
案
を
川
島
隆
司
全
板
連
副

理
事
長
（
北
海
道
板
理
事
長
）

が
読
み
上
げ
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
次

期
大
会
開
催
地
挨
拶
に
は
堀

江
岳
東
京
都
板
理
事
長
が
述

べ
、
最
後
に
万
歳
三
唱
、
閉

会
の
辞
を
野
溝
年
成
全
板
連

副
理
事
長
（
茨
城
県
板
理

事
長
）
が
行
い
式
典
は
午
前

11
時
58
分
に
終
了
し
ま
し
た
。

一
方
、
展
示
会
場
の
南
館
で

は
企
業
57
社
の
展
示
、
地
場

物
産
即
売
が
午
前
８
時
に

オ
ー
プ
ン
し
、
大
会
式
典
前

お
よ
び
終
了
後
に
来
場
者
の

訪
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
尚
、

全
板
国
保
健
康
家
庭
表
彰
は

今
大
会
よ
り
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
組
合
と
し

て
の
旅
行
会
は
設
け
ず
各
支

部
・
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
参

加
と
し
ま
し
た
。
と
り
ま
と

め
を
し
て
頂
き
ま
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
長
・
支
部
長

の
方
々
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
式
典

に
は
揃
い
の
組
合
ユ
ニ

ホ
ー
ム
（
白
ベ
ス
ト
）

着
用
で
着
座
し
、
式
終

盤
で
の
堀
江
理
事
長
に

よ
る
次
期
大
会
開
催
挨

拶
で
は
、
舞
台
前
に
役
員
８

名
が
「
２
０
２
３
東
京
大
会
」

横
断
幕
、「
東
京
都
板
金
工

業
組
合
」・「
２
０
２
３
東
京

大
会
」・「
板
金
の
日
」
幟
旗

を
掲
げ
て
次
期
開
催
地
の
ア

ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
全
板
大
会
は
現
在
、

期
日
・
会
場
な
ど
関
係
各
所

と
調
整
中
で
あ
り
ま
す
。
東

京
大
会
実
行
委
員
会
を
再
開

し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

組
合
員
皆
様
に
は
大
会
運
営

に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
な
り
ま

す
、
今
後
支

部
会
な
ど
通

じ
て
ご
案
内

を
い
た
し
ま

す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま

す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
2
年
延
期
を
経
て
実
施
さ
れ
た
大
会
に
は

東
板
か
ら
85
名
が
参
加
し
次
期
開
催
東
京
大
会
を
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
！

第第
7272
回回  

全
国
建
築
板
金
業
者
静
岡
大
会

全
国
建
築
板
金
業
者
静
岡
大
会

〈大会宣言〉

1、�組合員の増強で組織力をさら
に強固なものにする

1、�次世代の飛躍のために後継者
育成をさらに強化する

1、�登録基幹技能者でさらなる評
価を獲得する

1、�責任施工保証制度で業界の信
頼をさらに向上させる

1、�指定商品を積極的に活用する

1、�全板国保で健康寿命を延ばし、
公的年金基金で老後の安心を
確保する

暑
中
お
見
舞
い

暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　

申
し
あ
げ
ま
す

　
　
　
　

申
し
あ
げ
ま
す

東
京
都
板
金
工
業
組
合

理　
　

事　
　

長

堀
江　
　

岳

副　

理　

事　

長

（
総
務
委
員
長
）

柴
﨑　

武
士

副　

理　

事　

長

（
会
計
委
員
長
・
東
京
大
会
実
行
委
員
長
）

小
俣　

拓
也

副　

理　

事　

長

（
訓
練
校
校
長
）

川
本　
　

工

副　

理　

事　

長

峯
岸　

政
夫

厚
生
保
険
部
会
長

木
本　

正
弘

技
能
検
定
運
営
委
員
長

大
橋
恵
太
郎

技
能
士
部
会
長

阿
部　

道
雄

常

任

理

事

（
東
京
大
会
副
実
行
委
員
長
）

小
野　

友
子

常

任

理

事

（
東
京
大
会
副
実
行
委
員
長
）

國
松　

慶
誇

青

年

部

会

長

中
込　

公
一

理
　
　
　

事

上
木
原
睦
典

理
　
　
　

事

原　
　

貞
吉

理
　
　
　

事

石
井
太
一
郎

理
　
　
　

事

八
木
原
政
東

理
　
　
　

事

関　
　

昭
代

理
　
　
　

事

元
木　

敏
仁

理
　
　
　

事

菅
野　

力
男

監
　
　
　

事

篠
崎　

茂
雄

監
　
　
　

事

鈴
木　

千
秋

相
談
役
会
会
長

宮
澤　

秀
幸

（�

）

経
営
対
策
部
会
長
・

責
任
施
工
保
証
特
別
委
員
長
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今
回
の
会
員
大
会
の
開
催

地
は
新
潟
県
長
岡
市
で
し
た
。

新
潟
の
お
酒
・
魚
を
堪
能
し

な
が
ら
の
観
光
、
そ
し
て
大

勢
の
仲
間
た
ち
と
の
交
流
が

で
き
と
て
も
有
意
義
な
時
間

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ス
で
観
光
地
を
回

る
な
か
に
も
豪
雪
地
な
ら
で

は
の
屋
根
の
納
め
、
雪
止
の

設
置
の
仕
方
や
樋
金
具
の
数

の
多
さ
、
雪
降
し
を
前
提
と

し
た
造
り
な
ど
、
同
じ
日
本

の
中
で
も
地
域
に
よ
っ
て
施

工
方
法
の
違
い
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

青
年
部
会
長
　
中
込
　
公
一

�　

６
／
４
、５
に
新
潟
県
長
岡

市
で
行
わ
れ
た
会
員
大
会
に

出
席
致
し
ま
し
た
。
新
幹
線

の
窓
か
ら
田
植
え
を
終
え
た

ば
か
り
の
田
園
風
景
が
広
が

り
、
米
ど
こ
ろ
新
潟
の
景
色

を
堪
能
出
来
ま
し
た
！ 

１
日

目
は
八
海
山
酒
造
見
学
で
は
、

同
室
に
入
れ
た
雪
で
室
温
を

下
げ
貯
蔵
す
る
「
雪
室
」
と

い
う
原
始
的
な
方
法
に
雪
国

な
ら
で
は
の
低
コ
ス
ト
な
方

法
に
納
得
し
ま
し
た
。
懇
親

会
で
は
他
県
板
の
方
達
と
酒

を
交
え
な
が
ら
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
事
が
出
来
き
、
早

速
神
奈
川
の
方
と
仕
事
の
話

を
進
め
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
で
経
営
す
る
悩
み

等
を
相
手
側
か
ら
相
談
さ
れ

た
り
、
共
感
で
き
る
話
だ
っ

た
り
、
同
世
代
と
い
う
事
も

あ
り
話
が
弾
み
と
て
も
楽
し

い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
２

日
目
は
長
岡
花
火
館
で
長
岡

の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、

ど
の
町
も
そ
う
で
す
が
先
人

達
の
努
力
に
よ
っ
て
現
在
が

あ
る
と
い
う
事
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。色
々

な
土
地
に
行
く
こ
と
も
良
い

で
す
が
、
や
は
り
同
業
者
で

同
世
代
が
集
ま
り
一
致
団
結

し
て
い
く
こ
と
。
本
当
に
素

晴
ら
し
い
事
だ
と
思
っ
た
会

員
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

新
宿
・
中
野
・
杉
並
支
部
　

杉
本
　
　
亮

�　

私
は
今
回
会
員
大
会
に
初

め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
２
度
の
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
今
回

の
会
員
大
会
は
と
て
も
意
義

の
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
肌
で

感
じ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
板
さ
ん
が
準
備
し

て
く
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
ど
れ

も
興
味
深
く
楽
し
く
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
八

海
山
酒
造
は
素
晴
ら
し
い
景

色
と
、
美
味
し
い
お
酒
を
頂

き
、
長
岡
花
火
館
で
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
感
動
す
ら

し
ま
し
た
。
夜
の
懇
親
会
で

は
他
県
の
熱
い
青
年
部
員
の

方
々
と
交
流
が
で
き
刺
激
を

頂
き
ま
し
た
。
な
に
よ
り
も

東
板
の
方
々
と
過
ご
し
た
２

日
間
は
と
て
も
楽
し
く
親
睦

も
深
ま
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
会
員
大
会
に
参
加
で
き
大

変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

目
黒
・
渋
谷
支
部
　

桃
原
　
正
男

�　

今
回
の
会
員
大
会
に
参
加

し
て
、
そ
の
土
地
の
歴
史
文

化
を
知
れ
る
事
や
他
の
エ
リ

ア
の
方
が
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
か
な
ど
を
色
々
と
情

報
の
交
換
が
で
き
て
有
意
義

な
２
日
間
で
し
た
。
担
当
す

る
組
合
で
は
視
察
観
光
や
懇

親
会
準
備
な
ど
が
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

会
員
大
会
は
続
け
て
頂
き
た

い
事
業
で
す
。
２
日
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

足
立
支
部
　
畠
井
　
千
里

�　

皆
様
、
２
日
間
お
疲
れ
様

で
し
た
!! 

他
県
の
方
々
と

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
上
で
相
互

に
フ
ォ
ロ
ー
し
合
っ
て
い
た

り
な
ど
様
々
な
発
見
も
あ
り
、

会
話
も
弾
け
ま
し
た
。
そ
し

て
何
よ
り
東
京
の
優
し
い
先

輩
達
と
新
潟
県
の
強
み
で
あ

る
日
本
酒
、
米
、
魚
を
フ
ル

に
堪
能
で
き
て
大
変
幸
せ
で

し
た
。
再
来
年
の
群
馬
も
楽

し
み
で
す
！ 

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

足
立
支
部
　
伊
東
　
　
練

�　

今
回
、
初
め
て
会
員
大
会

に
参
加
し
て
各
県
の
板
金
屋

さ
ん
と
お
話
が
で
き
、
大

変
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
の
自
分
の
仕
事
に

も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
新
潟
の
観

光
地
や
お
い
し
い
料
理
な
ど

色
々
と
堪
能
で
き
て
と
て
も

よ
か
っ
た
で
す
。

　

足
立
支
部
　
土
岐
　
昌
吾

�　

６
月
４
日
、
５
日
と
関
東

甲
信
越
会
員
大
会
in
新
潟
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
潟
県
板
の
皆
様
の

お
か
げ
で
と
て
も
楽
し
く
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

個
人
と
し
て
も
旅
行
で
訪
れ

て
み
た
と
思
う
魅
力
あ
る
場

所
な
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
大
会 

in 

新
潟

関
東
甲
信
越
板
金
工
業
組
合
協
議
会
青
年
部
　
第
11

回
会
員
大
会
が
ア
オ
ー
レ
長
岡
に
お
い
て
一
都
九
県

よ
り
約
80
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
東
板
か
ら
10
名

が
参
加
し
ま
し
た

青
年

部
会

新
潟
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

江
戸
川
支
部
　
小
池
　
友
則

�　

６
月
４
日
、
５
日
と
新
潟

に
て
会
員
大
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
り
、
延
期
に
延
期

を
重
ね
、
開
催
に
は
新
潟
県

板
青
年
部
の
み
な
さ
ん
は
大

変
な
ご
苦
労
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ

な
い
心
配
り
と
盛
り
上
が
り

を
見
せ
る
と
て
も
楽
し
い
会

と
な
り
ま
し
た
。
日
本
有
数

の
酒
処
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

都
板
の
夜
の
盛
り
上
が
り
も

ひ
と
し
お
で
し
た
。
次
に
長

岡
の
地
に
お
も
む
く
際
は
是

非
有
名
な
花
火
大
会
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
平
支
部
　
森
田
　
倫
行

�

関
ブ
ロ
青
年
部
総
会

　

関
東
甲
信
越
板
金
工
業
組

合
協
議
会
青
年
部
（
中
込
青

年
部
長
） 

第
40
回
通
常
総
会

が
、令
和
４
年
４
月
２
日（
土
）

港
区
三
田
「
板
金
会
館
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
当
組
合
か
ら
中
込

部
会
長
、
他
数
名
が
出
席
し
、

第
１
号
議
案
令
和
３
年
度
事

業
報
告
を
は
じ
め
と
し
て
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承

認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
甲
信
越
板
金
工

業
組
合
協
議
会
総
会

　

関
東
甲
信
越
板
金
工
業
組

合
協
議
会
（
野
溝
年
成
会
長
） 

第
54
回
総
会
が
、
令
和
４
年

４
月
21
日
（
木
）
千
葉
県
板

設
営
に
よ
り
千
葉
市
「
京
成

ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
当
組
合
か
ら
、
堀

江
理
事
長
、
小
俣
副
理
事
長
、

柴
﨑
副
理
事
長
、
峯
岸
副
理

事
長
、
川
本
副
理
事
長
が
出

席
し
ま
し
た
。
第
１
号
議
案 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
を
は

じ
め
と
し
て
全
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

日
板
協
／ 

全
板
連
青
年
部
総
会

　

日
板
協
／
全
板
連
青
年
部

（
國
松
青
年
部
長
） 

第
47
回
通

常
総
会
が
、
令
和
４
年
４
月

20
日
（
水
）
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

関連団体総会関連団体総会
令和４年度、関連上部団体総会をご紹介します

当
組
合
か
ら
中
込
青
年
部
会

長
が
出
席
し
、
第
１
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
報
告
か
ら

全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
板
協
／ 

全
板
連
総
会

　

日
板
協
／
全
板
連
（
天
野

宏
昌
会
長
／
理
事
長
） 

第
56

回
通
常
総
会
が
、
令
和
４
年

５
月
18
日
（
水
）
静
岡
市
「
グ

ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
当
組

合
か
ら
全
板
連
理
事
と
し
て

堀
江
理
事
長
と
日
板
協
理
事

と
し
て
國
松
常
任
理
事
が
出

席
し
、
第
１
号
議
案 

令
和
３

年
度
事
業
報
告
を
は
じ
め
と

し
て
全
て
の
議
案
が
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
会
総
会

　

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中

央
会
（
大
村
功
作
会
長
） 

第

70
回
通
常
総
会
が
、
令
和
４

年
５
月
31
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
「
秋
葉
原
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
当
組
合

か
ら
堀
江
理
事
長
が
出
席
し
、

第
１
号
議
案 

令
和
３
年
度
事

業
報
告
を
は
じ
め
と
し
て
全

て
の
議
案
が
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

火
災
共
済
総
代
会

　

東
京
都
火
災
共
済
協
同
組

合
第
65
回
通
常
総
会
が
、
令

和
４
年
６
月
１
日
（
水
）
午

後
２
時
千
代
田
区
「
日
本
倶

楽
部
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

書
面
議
決
扱
い
で
第
１
号
議

案 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
を

は
じ
め
と
し
て
全
て
の
議
案

が
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

東
技
連
総
会

東
京
都
技
能
士
会
連
合
会（
大

関
東
支
夫
会
長
） 

第
７
回
社

員
総
会
が
、
令
和
４
年
６
月

９
日
（
木
）
千
代
田
区
竹
橋

「
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
当
組
合
か
ら
阿
部

技
能
士
会
会
長
が
出
席
し
、

第
１
号
議
案
令
和
３
年
度
事

業
報
告
か
ら
全
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

能
会
協
総
会

　

東
京
都
職
業
能
力
開
発
協

会
（
會
津　

健
会
長
） 

第
43

回
通
常
総
会
が
、
令
和
４
年

６
月
２
日
（
木
）
千
代
田
区

内
神
田
「
東
京
産
業
労
働
局

神
田
庁
舎
A
会
議
室
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
当
組
合
か
ら
委
任

状
出
席
と
し
、
第
１
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
報
告
か
ら

全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

生保・損保総合保険代理店 

〒141-0032 東京都品川区大崎一丁目２番２号 
 アートヴィレッジ大崎セントラルタワー６階 

観光庁長官登録旅行業第８９８号

『保険』って何かと難しい…。
様々な疑問をわかりやすくお答えします。

 『東板傷害補償制度、東板セフティ補償プラン、東板労災上乗せプラン、
東板業務災害補償制度、アフラック、SOMPOひまわり生命』
お気軽にお問い合せください。《E-mail : hoken@agency.topy.co.jp》

☆主な取扱商品

TEL.03-5436-0211（代表）FAX.03-5436-0215
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訓
練
校
便
り

訓
練
校
便
り

訓
練
校
便
り

　

東
京
都
板
金
高
等
職
業
訓

練
校
（
川
本
校
長
）
で
は
４

月
７
日
に
始
業
の
後
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
も
と
順
調
に
授
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
昨
年
続
き
、

密
集
回
避
の
対
策
と
し
て
１

年
生
を
水
曜
日
、
２
年
生
を

木
曜
日
に
１
階
実
習
室
に
お

い
て
距
離
を
確
保
し
て
授
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
関
係
法
規
」
授
業
で
は
法

令
に
基
づ
く
特
別
教
育
・
技

能
講
習
を
１
年
生
は
米
本
講

師
指
導
の
も
と
６
月
１
日
に

足
場
組
立
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

特
別
教
育
を
行
い
、
２
年
生

は
松
井
講
師
指
導
の
も
と
６

月
２
日
の
自
由
研
削
砥
石
特

別
教
育
を
始
め
と
し
て
、
ガ

ス
溶
接
技
能
講
習
を
、
７
月

以
降
は
ア
ー
ク
溶
接
、
後
期

授
業
で
は
低
圧
電
気
取
扱
い

特
別
教
育
を
行
い
ま
す
。
こ

こ
で
取
得
す
る
資
格
は
屋
根
・

板
金
工
事
を
行
う
に
あ
た
り

必
須
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
足
場
組
立
お
よ
び
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育
に
は

組
合
員
に
受
講
募
集
を
行
い
、

訓
練
生
と
と
も
に
講
義
を
受

け
ま
し
た
。
合
計
15
名
の
方

が
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

［
関
係
法
規
授
業
］

　

技
能
検
定
実
技
試
験
に
関

す
る
、
講
習
会
が
実
技
試
験

予
定
会
場
で
あ
る
都
立
城

東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

足
立
校
に
お
い
て
６
月
５
・

24
・
25
日
の
三
日
間
の
日
程

で
製
図
、
製
作
に
つ
い
て
勉

強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨

年
度
と
同
様
に
実
技
試
験
当

日
に
は
受
検
生
、
検
定
委
員

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
体
温
記
入

な
ど
専
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
提
出
な
ど
様
々
な
感
染
症

対
策
を
施
し
実
施
さ
れ
ま
す
。

講
習
会
に
つ
い
て
も
受
付
時

の
検
温
、
出
席
者
の
距
離
を

保
ち
マ
ス
ク
・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
着
用
で
行
い
ま
し
た
。

技
能
講
習
会
開
催

第45回  全国建築板金競技大会  参加者募集
東京都板金工業組合　
理事長　堀江　　岳

第 45 回全国建築板金競技大会は「技能競技の部」「建築技術の部」
以下の要領で参加選手を公募いたします。詳細は組合事務局ま
でお問い合わせください。

記

◇主　　催：一般社団法人日本建築板金協会（日板協） 
	 全日本板金工業組合連合会（全板連）
◇設　　営：日板協／全板連青年部 
◇内　　容：技能競技の部…課題の作品を決められた時間内に製作
	 建築技術の部…課題の図面を決められた時間内に製図
◇開催期日：令和 5 年 2 月 25 日（土）・26 日（日）
◇開催場所：富士教育訓練センター
	 〒 418-0101 静岡県富士宮市根原 492-8
◇申　　込：組合事務局ＦＡＸ（０３－６５１５－６３３４）
◇参加費用：東京都板金工業組合で負担いたします
◇参加資格：�建築板金に興味がある方（青年部会員に限らず組合員や職

業訓練生でも参加可能※過去の大会における部門第 1 位入
賞者でないこと）

◇講 習 会：関東甲信越ブロック青年部主催競技大会講習会
　第１回：令和４年７月９日（土）　板金会館　展開図/図面講習
　第２回：令和４年10月16日（日）　�テクノアカデミー
　　　　　　　　　　　　　　　　展開図・実技/図面講習
　第３回：�令和４年11月26・27日  （�土・日）　富士教育訓練センター　

展開図確認・実技/図面講習
　第４回：令和５年１月８日（日）　　未定　　実技/図面講習
　第５回：令和５年２月１日（水）　　未定　　実技/図面講習

以 上　

 優勝して全国建築板金業者東京大会の表彰台に立とう！ 

｢東板成人病健診｣ 実施のご案内
東京都板金工業組合では、成人病を予防し皆様の健康保持、増進にお役立ていただきま
すよう例年通り集団成人病健診を実施いたします。全板国保加入者本人と配偶者は無料
で健診を受ける事が出来ます。組合員の皆様やご家族の健康管理及び従業員の福利厚生
の一環として、是非この機会をご利用下さいますようお願い申し上げます。

＊特定健診を受診された方は「東板成人病健診」を受診できません＊

記

日　　　時	 令和４年 10 月 15 日（土）　午前８：30 ～ 11：30
	 　　　　　　　　　　　　  午後１：00 ～４：00
	 午前・午後とも 60 名で締め切らせていただきます。
	 昨年度より受診時間帯は希望により抽選で指定させていただきます。
場　　　所	 ＫＫＣウエルネス東京診療所
	 東京都中央区日本橋箱崎町５–14　アイデン日本橋ビル１階
東京メトロ	 日比谷線・東西線「茅場町駅」下車　４Ｂ番出口から徒歩５分
東京メトロ	 半蔵門線「水天宮駅」下車　２番出口から徒歩５分
健 診 料	 全板国保加入者本人及び配偶者………無料
	 全板国保加入者家族及び未加入者……15, 000 円
	 ＊健診料は後日請求いたします。
申 込 み	 支部でお取りまとめのうえ、令和４年８月10日（水）までにお申込み下さい。
　＊オプション検査の費用は各自で当日精算をしてください。� 以 上

講習会のご案内
「低圧電気取扱業務特別教育（交流600v以下、直流750v以下）」

東京都板金工業組合　経営対策部会

低圧電気取扱業務は、労働安全衛生規則により「危険又は有害な業務」に指定されています。
低圧電気取扱業務を行うには、経済産業省の資格である電気工事士を取得していても、安全
確保・事故防止の為、厚生労働省管轄の特別教育の修了が必要となりますので講習会を実施
いたします。。

記
日 　 　 時	 令和４年９月８日（木）９時～ 16 時 30 分（時間厳守）　８時 30 分受付
場 　 　 所	 東板会館　１階会議室
費 　 　 用	 組合員、従業員 7,000 円
申 込 方 法	 事務局まで問合せの上、所定の申込書で申込みをお願い致します。
締 切 り	 ８月 15 日（月）（定員６名）
当日持参品	� 受講票：氏名・生年月日名など記入し当日持参（写真 2.4 × 3.0　２枚）・筆記用具
問 合 せ	 東京都板金工業組合　事務局　０３－５９１５－６３３３

※受講申請書（受講票）・費用の案内は受付順に送付します。

２０２２年８月版

東東 京京 都都 板板 金金 工工 業業 組組 合合
加加入入対対象象者者：：東東京京都都板板金金工工業業組組合合のの組組合合員員

〒174-0051 板橋区小豆沢２－２７－９
TEL  03-5915-6333   FAX  03-5915-6334

（保険契約者）

（請負業者賠償責任保険＋生産物賠償責任保険）

１．申込用紙をご記入のうえ、２２００２２２２年年７７月月１１５５日日ままででに保険料を添えて組合へお申込みください。
２．保険期間は毎年８月１日～翌年８月１日までの１年間となりますので、毎年更新の手続きが必要となります。
３．中途加入については組合または裏面記載の取扱代理店までお問い合わせください。

申込⽅法

組組合合員員皆皆様様ににははダダイイレレククトト
メメーールルでで送送付付いいたたししままししたた

事故の具体例保険のお支払いの対象となる事故

１．請け負った工事の作業遂行中またはその工事遂行のために所有、使用、または管理する施設の欠陥あるいは
管理上の不備によって生じた偶然な事故により発生した法律上の損害賠償責任がお支払いの対象です。
（請負業者賠償責任保険）

主 な 具 体 例

・高所で作業中、工具を取り落とし、路上の通行人にケガをさせた。
・屋根ふき作業中、屋根から材料を落下させ、下に停車していた他人の自動車を損壊させた。
・材料置場の管理が悪かったため、子供が入り遊んでいてケガをした。
・屋根を張り替え中、天井を踏み抜き、破損させた。

ロ. 保険金をお支払いできない主な場合

主 な 具 体 例

・被保険者または保険契約者の故意によって生じた賠償責任。ただし、保険金を支払わないのは、その被保険者が被る損害
にかぎります。

・戦争、外国の武力行使、革命、政権奪取、内乱、武装反乱その他これらに類似の事変または暴動（群衆または多数の者の
集団の行動によって、全国または一部の地区において著しく平穏が害され、治安維持上重大な事態と認められる状態を
言います。）に起因する賠償責任。

・地震、噴火、洪水、津波これらに類似の自然変象によって生じた賠償責任。
・被保険者と世帯を同じくする親族に対する賠償責任。
ただし、保険金を支払わないのは、その被保険者が被る損害にかぎります。

・施設の排水または排気（煙を含みます。）によって生じた賠償責任。
・じんあいまたは騒音に起因する賠償責任。
・記名被保険者の使用人等が記名被保険者の業務に従事中に被った身体の障害によって生じた賠償責任

・記名保険者が所有、使用、または管理する財物の損壊について、その財物に対して正当な権利を有する者に対して負担す
る賠償責任。

・施工中に施設の屋根、樋（とい）、扉、窓、通風筒等から入る雨または雪等による財物の損壊に起因する賠償責任
・航空機または自動車（道路運送車両法（昭和26年法律第185号）によって定められる自動車および原動機付自転車
をいいます。）の所有、使用もしくは管理（注）に起因する賠償責任。（注）貨物の積み込みまたは積み下ろし作業を除きます。）

イ. 保険金をお支払いする主な場合

２．工事物件引渡し後、工事の結果に起因して生じた事故により発生した法律上の損害賠償責任がお支払
いの対象です。（生産物賠償責任保険） （保険期間中に発生した事故のみが対象です。）

主 な 具 体 例

・看板や屋根材の取り付けが不十分で風で飛ばされ、通行人等がケガをしたことによる損害。
・屋根工事のミスにより、屋根から雨漏りし、室内の天井や壁を汚損したことによる損害。
・屋根工事のミスで倉庫が雨漏れし、内部の商品が濡れたことによる損害。

主 な 具 体 例

・被保険者または保険契約者の故意によって生じた賠償責任。ただし、保険金を支払わないのは、
その被保険者が被る損害にかぎります。

・戦争、外国の武力行使、革命、政権奪取、内乱、武装反乱その他これらに類似の事変または暴動
（群衆または多数の者の集団の行動によって、全国または一部の地区において著しく平穏が害され、
治安維持上重大な事態と認められる状態を言います。）に起因する賠償責任。

・地震、噴火、洪水、津波これらに類似の自然変象によって生じた賠償責任。
・被保険者と世帯を同じくする親族に対する賠償責任。
ただし、保険金を支払わないのは、その被保険者が被る損害にかぎります。

・記名被保険者が所有、使用、または管理する財物の損壊について、その財物に対して正当な権利を有す
る者に対して負担する賠償責任。

・記名被保険者または記名被保険者以外の被保険者が、故意または重大な過失により法令に違反して
生産、販売もしくは引き渡した生産物または行った仕事の結果に起因する賠償責任。ただし、保険金を支

払わないのは、その被保険者が被る損害にかぎります。
・工事した場所に施工者が放置または遺棄した資材等に起因する賠償責任。
・記名被保険者の使用人等が記名被保険者の業務に従事中に被った身体の障害によって生じた賠償責任
・作業対象物（工事目的物）自体の損壊に起因する賠償責任。

など

など

など

など

注）被保険者（加入組合員）は、事故が
発生したとき、または事故の発生する
おそれのあることを知ったときは、事
故の発生または拡大を防止するため
遅滞なく、生産物または仕事の目的
物について、回収、検査、修理、交換
その他の適切な措置（以下「回収措
置」といいます。）を講じなければなり
ません。被保険者が、正当な理由が
なく回収措置を怠ったときは、当該措置
を講じなかったことによる損害を補償
しません。

イ. 保険金をお支払いする主な場合

ロ. 保険金をお支払いできない主な場合

は じめに

東板セフティ補償プランは組合員の皆さまが、①請負工事の作業中に偶然生じた事故により、
第三者を死傷させたり、または他人の物を壊した②工事物件引渡し後、仕事の結果に起因
して他人にケガをさせたり、第三者の財物を損壊した････場合で法律上の損害賠償責任を
負担することになった場合、医療費、休業補償費、修理費等の損害賠償金を保険金としてお支払
いする制度です。
工事の施工にあたっては、安全管理はもとより、施工管理にも十分配慮して良質の施工を目指

すわけですが、万一に備えて、発注元への信用確保と、経営基盤の安定化を考えておくことは経
営者の大切な仕事の一つです。
ご検討のうえ、本制度をご利用くださいますようご案内申し上げます。

補償の対象となる方（被保険者）

制度の概要

お支払いする保険金

１．被害者に支払うべき法律上の損害賠償金
身体賠償事故…（イ）治療費（ロ）休業損失、本人死亡・後遺障害の場合は得べかりし喪失利益

（ハ）慰謝料等
財物賠償事故…（イ）財物滅失の場合＝滅失時の時価 （ロ）財物き損、汚損の場合＝原状に回復

するのに要する修理費、修理不能時は損失時の時価
※修理費および再調達に要する費用についてはその被害にあった財物の時価額を超えない範囲でお支払いします。

２．被害者に対する応急手当、緊急処理などの費用
３．訴訟になった場合の訴訟費用や弁護士報酬など（事前に損保ジャパンの承認が必要です。）

※賠償責任保険では、法律上の損害賠償責任が生じないにもかかわらず、被害者に支払われた見舞金等は保険金のお支払い対象となりません。
※賠償責任保険では、被保険者（加入者・保険の補償を受けられる方）に法律上の損害賠償責任が生じた場合、被害者に対して支払わなければならない
損害賠償金（自己負担額を設定している場合は、自己負担額を控除した額）を保険金額の範囲内でお支払いします。

工具落下
挿絵

（保険期間１年）

①貴組合に所属する組合員さま （記名被保険者）
②組合員さまの役員および使用人
③組合員さまの下請負人
④組合員さまの下請負人の役員・使用人
※②③④は記名被保険者の業務に関するかぎりにおいて、補償の対象(被保険者)となります。

１人あたり １億円まで
１事故 ２億円まで
自己負担額 5,000円
１事故 2,000万円まで
自己負担額 5,000円

１人あたり １億円まで
１事故・期間中 ２億円まで
自己負担額 5,000円
１事故・期間中 2,000万円まで
自己負担額 5,000円

保険金額（支払限度額）と自己負担額対象区分

工事中に発生した
損害賠償事故

（請負業者賠償責任保険）

身体賠償

財物賠償

身体賠償

財物賠償

工事物件引渡後の
損害賠償事故

（生産物賠償責任保険）

掛掛金金のの額額

１．掛金は１年分を１回払いでお支払いしていただきます。
２．掛金は年間の売上高（元請、下請の合算額）により計算し、途中加入の場合は当該掛金を１２（か月）で割り、残期間の月数を乗じて

算出します。
《《東東板板セセフフテティィ補補償償ププラランン掛掛金金額額》》 （保険期間 １年、一括払）

※掛金額は保険料と組合事務費により構成されています。
※組合事務費は、組合の運営費（会議運営費、広告宣伝費、印刷費、
通信費など）の一部となります。

符符
号号

年年間間売売上上高高
（（万万円円））

掛掛金金額額
（（円円））

保保険険料料
((円円））

組組合合
事事務務費費
((円円））

符符
号号

年年間間売売上上高高
（（万万円円））

掛掛金金額額
（（円円））

保保険険料料
((円円））

組組合合
事事務務費費
((円円））

AA 775500ままでで 1144,,331100 1133,,112200 11,,119900 ＱＱ 1144,,000000ままでで 224488,,110000 222277,,443300 2200,,667700

BB 11,,000000 1188,,000000 1166,,550000 11,,550000 ＲＲ 1155,,000000 226655,,550000 224433,,338800 2222,,112200

CC 11,,225500 2222,,448800 2200,,661100 11,,887700 ＳＳ 1166,,000000 228822,,886600 225599,,229900 2233,,557700

DD 11,,550000 2266,,998800 2244,,774400 22,,224400 ＴＴ 1177,,000000 330000,,118800 227755,,117700 2255,,001100

EE 22,,000000 3355,,995500 3322,,996600 22,,999900 UU 1188,,000000 331177,,446600 229911,,001100 2266,,445500

FF 33,,000000 5533,,886600 4499,,338800 44,,448800 VV 1199,,000000 333344,,669900 330066,,880000 2277,,889900

GG 44,,000000 7711,,773300 6655,,776600 55,,997700 WW 2200,,000000 335511,,888800 332222,,556600 2299,,332200

HH 55,,000000 8899,,556600 8822,,110000 77,,446600 XX 3300,,000000 449944,,118800 445533,,000000 4411,,118800

II 66,,000000 110077,,335500 9988,,441100 88,,994400 YY 4400,,000000 558844,,554400 553355,,883300 4488,,771100

JJ 77,,000000 112255,,110000 111144,,668800 1100,,442200 ZZ 5500,,000000 669966,,118800 663388,,117700 5588,,001100

KK 88,,000000 114422,,880000 113300,,990000 1111,,990000 SSAA 6600,,000000 779900,,777700 772244,,888800 6655,,889900

LL 99,,000000 116600,,445500 114477,,008800 1133,,337700 SSBB 7700,,000000 884499,,001100 777788,,226600 7700,,775500

MM 1100,,000000 117788,,006600 116633,,223300 1144,,883300 SSCC 8800,,000000 994466,,005500 886677,,222200 7788,,883300

NN 1111,,000000 119955,,663300 117799,,333300 1166,,330000 SSDD 9900,,000000 11,,002233,,669900 993388,,339900 8855,,330000

OO 1122,,000000 221133,,116600 119955,,440000 1177,,776600 SSEE 110000,,000000 11,,110011,,334400 11,,000099,,557700 9911,,777700

ＰＰ 1133,,000000 223300,,665500 221111,,443300 1199,,222200
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株式会社協和（東京都台東区 代表取締役社長 河崎東美彦）は、ハゼ折板用自動カシメ装置「シーミングK²」を建ロボテック株式会社（香川県木田郡 代表取締
役CEO眞部達也）と共同開発しましたことを発表いたします。

■ 開発の経緯
「シーミングK²（シーミングケイスクェアード）」は、当社が従来から保有する電動シーマを、健ロボテック株式会社との共同開発によって圧倒的な施工効率化
を実現した、次世代のハゼ締めロボットです。
本製品の開発の背景には、昨今の施工現場における作業者の高齢化、労働者数の減少など勤務環境の課題があります。これらの課題解決に貢献するために、「世
界一ひとにやさしい現場を創る」をミッションに省力化・省人化ソリューションを提供している健ロボテックと協和がタッグを組み、圧倒的な軽量化、高速化、
省力化など画期的な改良を実現しました。さらに、補助機能として安全装置を搭載。生産性を高め、安全な作業環境を支えてまいります。
「シーミングK²」は、協和の商圏エリア（東北・関東・信州）に限らず、協和とアライアンスを組んだ5社が、近畿・北陸・四国・北九州・南九州エリアで取
り扱います。協力体制を整え、全国的に満足度の高いサービス展開を目指すことにより「屋根施工の新革命」で建設資材業界の発展に寄与してまいります。

■ 3つの特長
01 軽量化：作業負担を軽減
当社が従来から保有する電動シーマ（以下：従来品）の重量は45㎏に対し、新開発のシーミングK²は
35％軽量化し重量は29.5kg。小型軽量化により、現場の作業負担を軽減し、作業効率がアップします。

02施工時間短縮による全体コストの削減
1 高速化：走行スピードアップ
従来品の稼働スピード230㎜ /秒から、シーミングK²は 350㎜ /秒、走行速度を1.5倍アップする
ことに成功。1万㎡の現場を施工する場合、従来品は23時間、シーミングK²は 16時間と施工時間
を大幅に短縮することが可能になりました。
2 省力化：作業効率向上
従来品を用いて施工する場合、吊子部及び、必要に応じて吊子間の中間部の手動工具（手ガッチャ）
での締付け作業が必要でしたが、シーミングK²では不要となりました。 ※従来品と同様、手動工具（手
ガッチャ）による水上・水下側の締め付けは必要です。

03安全対策強化：補助機能として落下防止・即時停止機能搭載
落下防止機能搭載で、屋根端部ではセンサーが反応し自動停止。また、即時停止ボタンも備え、ヒュー
マンエラーによる落下のリスクを回避します。

協和は、安全・快適な住環境を支える建築資材メーカー・専門商社として、施工現場における課題は当社の、ひいては、建築資材業界全体が直面する課題と捉
えています。「シーミングK²」は、現場の作業員の負担を軽減し安全に生産性の向上を実現する、課題解決のソリューションとして開発いたしました。
協和は「鉄鋼・建設業界における快適住環境のソリューションカンパニー」として、建築資材業界の持続可能な発展のために貢献してまいります。

■本製品に関するお問い合わせ
　株式会社協和　事業企画室
　TEL：03-3844-6196　E-MAIL：info@kyowa-kb.co.jp 
　https://www.kyowa-kb.co.jp/

■ 取り扱いエリア
東日本エリア　株式会社協和　　　東京都台東区上野7-12-13　TEL：03-3844-6196
近畿エリア　　津熊鋼建株式会社　大阪府大東市新田北町3-47  TEL：072-872-2131
北陸エリア　　株式会社北川　　　福井県福井市問屋町2-65　  TEL：0776-22-2694

四国エリア　　シンコユニ株式会社   香川県綾歌郡綾川町千疋4343　　TEL：087-877-1000
北九州エリア　信和鋼板株式会社　  福岡県北九州市若松区大字安瀬8-4  TEL：093-751-1580
南九州エリア　株式会社平島　　　  熊本県熊本市西区島崎2-4-6　　　TEL：096-354-1231


